
第3期ひっとプラン港北（平成28～32年度） 保存版 樽町地区計画



区の中央東側の地区で、北側は鶴見川、東側は鶴見区界、南側は師岡地区につながる丘、西側
は東急東横線に接しています。従来から工場・倉庫が多くありましたが、マンションへの転換
が進んでいます。樽町連合町内会は９つの自治会町内会で構成されています。

平成 22 年頃から人口や世帯数が増え、特に子育て世代の転入が増えています。マンションの建設に
より急速に増加していた人口、世帯数は今後も増加しますが、ややゆるやかな増加傾向になっていく
と考えられます。現在は 30 歳代に大きな偏りのある人口構成になっていますが、徐々に、高齢者や
年少人口も増え、年齢のバランスが取れた状態に変化していくと考えられます。

新住民が多いことから、住民相互の交流を軸に、地域活動への理解の拡大や担い手の発掘、居場所づ
くり、情報発信などの活動に力を入れています。樽町地域ケアプラザや親と子のつどいの広場「ひだ
まり」があり、交流の拠点となっています。

●今までの取り組み　
住民交流のきっかけとなるよう「樽町ふれあいのつどい」などのイベントを開催しました。また、地域
で行われている様々な活動に関心をもっていただくためにイベントカレンダーを発行しました。

●地域の現状と課題
新しく建設されたマンションを中心に若い世帯が増えており、地域とのつながりづくりが課題です。また、
若い世代が多い町ですが、支援が必要な高齢者も増えています。

●今後の方向性
樽町に住む住民が地域への愛着を高め、住民同士が顔の見える関係をつくるきっかけとなるような取り
組みを引き続き進めます。

◆ ２期計画までの取り組みと 3 期計画の方向性

計画に基づいて各団体等が推進を行い、推進委員会でその状況を共有します。
推進委員会は、町内会や地区社会福祉協議会、福祉活動団体等の代表者で構成し、推進状況の確認を行う他、
一部の事業を実施します。また、必要に応じて部会を設置します。

◆ 計画推進の体制・振り返りの方法

地区の概況 

人口等の特徴

福祉保健活動の
状況

人口、世帯数などの状況     （平成 27 年 9月末現在）　　　 　年齢別人口の現状と見通し

◆地区の概況
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住民交流を通して顔の見える関係づくりを進めます

多くの方に地域や地域の活動を知ってもらい、町への愛着を深めます

● 地域で行われる行事を通して住民交流をより活発に行っていきます。
・「樽町ふれあいのつどい」などの異世代交流行事を継続、充実します。
・誰でも参加しやすい行事等の運営や PR の工夫を行います。　
・自治会町内会等と学校が連携し、子どもや保護者世代に活動への参加を働きかけます。

● 身近な地域で気軽に参加できる、様々な形の交流の場づくりを進めます。
・既存のサロン活動を継続、充実します。
　（ちびたる、ひだまり、サロンたる、みんなのキッチン、ミニ樽サロンなど）
・小さなエリアごとに交流の場づくりを進めます。
・体操、ウォーキングなどの健康づくり活動をきっかけに交流を深めます。

● 情報の発信を継続し、より関心を持ってもらえるよう内容を充実させます。
・「イベントカレンダー」の発行を継続し、内容を充実します。
・ホームページの立ち上げと活用方法の検討を行います。

● 自治会町内会活動の魅力を高め、多くの住民の加入を促します。

子育てや支援を必要とする人に対する理解を深め、
地域で見守り支える風土づくりを進めます

● 子育て世帯と地域とのつながりをつくり、地域で子育てを支えます。
・子育て世帯同士や子育て世帯と地域の交流の場、機会を充実します。
・幼稚園や保育園と連携して子育て支援を進めます。
・子育て世帯と地域が懇談する機会をつくります。

● 支援が必要な人への理解を深める取り組みを進めます。
・障がいや認知症などへの理解啓発を進めます。
・要支援者や、要支援者を支える家族の居場所づくりに取り組みます。
・閉じこもりがちな方に向けて、声かけの工夫等によって参加を促します。

日頃の活動から支援が必要な人を把握し、支援につなげます

● 災害時要援護者支援の仕組みづくりを進めます。
・防災組織を充実し、地域ぐるみで要援護者を支援する仕組みをつくります。
・防災組織による日頃の見守り活動を推進します。
・自治会町内会と民生委員等が把握する要支援者情報の一本化に向けて検討を行います。
・マップを活用した要支援者情報の共有を検討します。　

● 福祉活動を通じた緩やかな見守りを継続し、地域でできる支援を検討します。
・民生委員や地域の福祉活動を通じて行われる見守り活動を充実します。
・地域包括支援センターと地域が連携し、要支援者の把握と支援の検討を行います。

「ひろがる」「つながる」「とどく」は、理解と参加の「ひろがり」による活発な地域づくり、
人の「つながり」で進める安心なまちづくり、支援が「とどく」仕組みづくり、の３つの
計画推進の柱を表しています。

◆具体的な取り組み

C  横浜市港北区ミズキー



● 「ひっとプラン港北」に関する問い合わせ ●
港北区福祉保健課事業企画担当
　TEL　045-540-2360　　FAX　045-540-2368
　E メール　ko-fukuhoplan@city.yokohama.jp

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561
　E メール　info@kouhoku-shakyo.jp

● 地区の活動に関する問い合わせ ●
樽町地域ケアプラザ
　TEL　045-532-2501　　FAX　045-533-0025

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561


